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4．医療資源の配分の倫理   
およそ「資源配分」が問題となると云う事は、トレードオフがあると云う事  
































やそう」と考える事は誤りである。   
思いつくままにいくつかの理由を挙げよう。   
第一に、人は単に長命である事や単に健康である事を目的に生きているので  
はない。単なる長命や健康だけが人の目的であるならば、スキーや喫煙のよう  












めて不健康となると云う負担の上にしか成り立たない。   
つまり、医療資源は希少であると云う尊を認めなければならない。これは人  
の生命・健康に関わる場合であっても資源配分の効率性を完全に無視する事は  
できないと云う事である。   
以下では医療分野内部に話を限定し、効率性の具体的な分析手法を簡単に説  
明する。   
さて、効率性は投入と産出との大小関係で決まる。さまざまな医療サービス  
について、数量化した産出を投入で割れば「単位投入あたりの産出」が求めら  
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には対抗できないのである。この結論は何やら極端ではないだろうか。   
尤もロックウッドがFIを細介した意図は、「（〕ALYはエイジズム（高齢者  
差別）である」と云うハリスに対して逆の可能性を示すためと思われ、彼がど  
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（つちやあき 京都大学経済学部博士後期課程）  
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